
（別紙４）

～ 令和8年1月31日

（対象者数） 18 （回答者数） 9

～ 令和８年２　月21　日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ 令和8年2月6日

（対象数） 11 （回答数） 11

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・発達の課題や配慮点を可視化し共有していく。

2

・定期的なケース検討を実施していく。

3

・個別面談（保護者）の充実を図っていく。

4

・グループ会議の開催の実施。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・訪問事業開始前の面談時に訪問先での行動理解、支援につ

いて報告日を確認する。

2

・できるだけ面談の実施を行っていける体制づくり。現在、

LINEを導入しているため、仕事で忙しい保護者との連絡が

うまく取れるように工夫していく。

・訪問後の保護者との面談日時の調整が難しい。 ・就労されている保護者が多く電話対応も連絡事項のみに

なっている。

・施設にあまり来所されない保護者への支援体制。 ・お会いする機会が少なく、現在の支援についてのお伝え等

が電話連絡になってしまう。

・発達支援後、保護者支援の研修の機会がある。（月１回程

度）

・実践の課題を取り上げて勉強会を企画している。

・姶良市の児童発達支援センターとして、保育所等訪問支援

のネットワーク会議に参加し、姶良市の支援体制の充実を

図っていける体制を整えている。

・様々な事業所との連携を行い、姶良市における課題や改善

すべき点について把握し、ネットワーク会議へ提示してい

る。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

・保育園・幼稚園・学校等に勤務経験のある職員が支援を

行っている。

・訪問先の環境を理解し、取り組めそうな提案をしている。

・困難事例について、相談体制ができている。（相談員・心

理士等）

・訪問先以外での行動について、聞き取りをしている。（家

庭・療育事業所）

○従業者評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和8年1月13日

○訪問先施設評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年2月25日

○事業所名 児童発達支援センター虹の家（保育所等訪問支援事業）

○保護者評価実施期間 令和8年1月13日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和8年2月18日

事業所における自己評価総括表公表


